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事務事業名放置自転車対策事業

27
基本事業： 03駅の利便性向上 担当部 建設部  

基本事業の
成果指標

①駅の利便性に関する満足度 担当課 維持管理課

担当係 管理担当

駅まで自転車で来ている市民等 　市が指定している自転車放置禁止区域における放置自転車の撤去及び指
導、撤去した自転車の返還業務を行っています。
　巡回指導・撤去作業は年間で、二日市地区３６回、針摺天拝地区３６回
、筑紫地区３６回を設定しています。
　撤去した自転車は市内２か所の保管所（立明寺、原田）で保管します。
　防犯登録、車体番号、盗難届けを警察へ照会し、所有者が判明したら引
き取りの通知をし、受け取り時に１１００円の撤去保管料を徴収します（
盗難届けがあれば無料）。

放置禁止区域内の放置自転車の解消

計画年度 昭和61年度 ～ 新規・継続 継続 会計区分 一般会計 実施計画
１．対象（誰、何に対して事業を行うのか）

４．成果（簡易評価は未記入）

駅周辺の放置自転車対策の市民満足度（まちづ
くりアンケート）

自転車駐輪場利用台数（台／日）

85 9589.2 90 91.2

1,318 1,011 1,318 1,350 1,450

成果指標名称 単位 目標
01年度 02年度 03年度 04年度 05年度 06年度
実績 実績 当初 要求 計画 計画

５．コスト
9,471 6,604 6,758 9,398計

国
県
地方債
その他
一般

事業費

正職員人工数
正職員人件費
トータルコスト(事業費＋正職員人件費）

0 0 0 0
0
0

0 0 0
0 0 0

129 59 286 110
9,342 6,545 6,472 9,288

千円
千円
千円
千円
千円
千円
人工
千円
千円

0.3 0.3 0.3 0.3
2,420 2,409 2,376
11,891 9,013 9,134 9,398

６．成果状況及びコメント（簡易評価は未記入）

○

●

○

自転車駐車場における１日当たりの利用台数は、Ｈ３０年度１,３８４台、Ｒ１年度１.３１８台、Ｒ２年度１，０
１１台と減少傾向である。Ｒ２年度はコロナ対策による休校やテレワークなどにより大幅に減少したものと考えら
れる。
駅周辺の放置自転車対策の市民満足度（まちづくりアンケート）は、Ｈ３０年度８４．５％、Ｒ１年度８５．０％
、Ｒ２年度８９．２％と向上しており、本事業の取り組みが放置自転車の減少及び市民満足度の向上に寄与してい
るものと考える。

７．評価及びコメント（簡易評価は未記入）

引き続き、指導の徹底及びモラル向上への取り組みにより放置自転車
の減少に努めていく。
類似事業として、公共交通機関を利用する自転車乗り入れ者に対する
駐車場を提供する自転車駐車場管理事業がある。　

減少対象動向

手段効率化余地

公的関与

上位貢献度

成果向上余地

なし

妥当性がある

影響度は中

中程度

類似事業

コスト削減余地

受益者負担

業務推進課題

あり

 

なし

余地なし

なし

８．改善改革案（簡易評価は必要な場合のみ記入） ■改善方向性 維持○ 見直し● ○廃止 ○事業終了
改革案/期待する成果/必要性/推進スケジュール/必要な費用（維持／事業終了の場合は記入する必要なし）

JR二日市駅西口の開設により駐輪場設置及び放置禁止区域を設定
するため、放置禁止区域案内看板等設置費を令和４年度で2,448
千円計上予定。

■事業開始背景及び現在の環境変化（市民・議会等の要望） ■備考･特記事項ｏｒ進行管理欄

駅周辺の道路上に放置自転車が増加し歩行者の快適な通行環境に
支障がでているため、昭和６１年度に施行した「筑紫野市自転車
の放置防止に関する条例」に基づき、自転車放置禁止区域を指定
し、放置自転車の防止に努めている。

令和２年３月末をもって二日市保管所を廃止。３箇所あった自転
車保管所を２箇所に統合し、放置自転車減少に伴う撤去・指導回
数も見直し、コスト削減と業務効率化に努めた。

事務事業が貢献すべき成果

３．意図

２．手段（事務事業の内容、やり方、手順）

（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

％

台

あがっている

どちらかといえば
あがっている

あがっていない
（停滞・低下）


